
※耐圧性能点検方法：点検は、変形、損傷又は漏水等がないかどうかを本容器・キャップ（蓋）に所定の水圧をかけて検査（水圧試験）を行う。

Ｈ22年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ30年 Ｈ31年 Ｈ32年 Ｈ34年 Ｈ35年 Ｈ36年 Ｈ37年

Ｈ26.4.1日以降に10
年を経過する
（旧規格の消火器）

新規格の消火器

耐圧性能点検（水圧試験）のサイクル

Ｈ23年 Ｈ26年 Ｈ33年Ｈ29年

Ｈ23.4.1
点検基準の改正

製造から
１０年経
過

（耐圧性能点検猶予期間）
３年以内（Ｈ26.3.31まで）
に抜取方式による全数検査

Ｈ26.3.31
耐圧性能点検の猶予期間終了

Ｈ33.12.31
旧規格の消火器の特例終了

製造から10年経過（平成１７年製の場合）

製造から10年経過（平成２３年製の場合）

実施３年後

３年後 ３年後

実施３年後

　

３年後

型式失効のため旧規格消
火器の設置不可
（Ｈ34.1.1）

Ｈ26.3.31日までに１
０年を経過する
（旧規格の消火器）
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性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検

耐圧
性能点検


